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木曽における暮らしと介護に関する
意識および実態調査

松本短期大学　介護福祉学科

岡村裕
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はじめに

■調査の目的・意義

■調査方法、調査結果の分析方針

■報告方法
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調査項目

■基本属性

■そなえといえる行動の状況

■介護保険制度に対する理解・意識・利用状況等

■暮らしの中の危機的出来事の経験、意識

■可能と考えられる家族介護の内容・期間

■老後を地域で過ごすにあたっての不安事項
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調査対象者

■ 40歳～65歳の木曽郡住民
■木曽郡11町村の縮図となるように性別、人口
構成割合を考慮し、3,000名を無作為抽出
■調査方法

　自記式調査票／郵送発送・郵送回収法

■調査期間
　2003年　10月　23日～ 2003年　11月　10日
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アンケートの回収状況

■回収数(率)
　1,497名 ( 49.9 ％ )

■平均年齢
　全体：53.2歳（1,476名）
　男性：53.3歳（ 631名 ）
　女性：53.2歳（ 837名 ）
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町村別回収率

55.5%

57.5%

46.4%

42.7%

40.0%

55.6%

47.1%

50.5%

44.8%

49.6%

44.0%

木曽福島町

上松町

南木曽町

楢川村

木祖村

日義村

開田村

三岳村

王滝村

大桑村

山口村
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回答者の年齢分布
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1. 回答者の基本的属性、特徴
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住まいの状況

94.3%

3.1%

2.0%
持ち家 借家（公営住宅）
借家（私営住宅） 不明・無回答

同居家族

23.9% 24.6% 23.1% 23.0%

3.9% 1.5%
ひとり暮し 親の世代と同居
親の世代と子の世代と同居 夫婦のみ
子の世代と同居 不明・無回答
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収入の状況

15.0% 67.1% 16.3%

1.6%日常生活を送るのに十分な収入があり、満足している
日常生活に困窮しない収入ではあるが、不足を感じる
日常生活を送るのに十分な収入がない
不明・無回答

趣味活動の有無

55.2% 38.3% 5.1%

1.3%
楽しみにしている趣味活動がある

今のところ趣味活動はないが、今後持ちたいと思う

趣味活動には興味がない

不明・無回答
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健康状態

32.3% 52.2% 14.6%

0.9%
とても健康だと思う

持病などはあるが、まあ健康だと思う

健康とはいえないと思う
不明・無回答

現在の生活

28.9% 60.3% 7.8%

2.9%
とても充実していて毎日がたのしい
たのしくもつらくもない
毎日がつらい
不明・無回答
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病気や要介護状態を予防するために行なっていること

16.4%

52.2%

67.2%

1.9%

7.4%

31.3%

50.1%

41.0%

48.9%

33.3%

50.8%

20.0%

15.9%

1.8%

運動習慣がある

なるべく身体を動かすようにしている

定期健診などを受けている

介護予防事業に参加している

情報を積極的に集めている

持病の治療を継続して行なっている

食生活に気をつけている

休息の時間など大事にしている

睡眠を十分にとるようにしている

家族などと過ごす時間を大切にしている

たばこを吸っていない

飲酒量を考えている

特に意識して行動していることはない

その他
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病気や要介護状態に備えて実際に行なったこと

19.4%

3.3%

1.1%

31.0%

0.2%

0.1%

0.2%

4.3%

2.1%

60.7%

住宅改修・改善を行なった

身体介助を支援する器具を購入した

民間施設サービスと契約した

任意の各種保険に加入した

法律の専門家に相談をもちかけた

遺言書を作成した

リビングウィルを作成した

家族と話し合って何かあった時の
対応策をあらかじめ決めた

特に意識して行動したようなことはない

その他
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2. 介護保険および
　高齢者福祉制度に関する
　意識、実態
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福祉サービス利用に対する意識

20.4% 67.1% 9.2%

0.6%

2.7%

利用できるものはすべて利用するべき

必要なものはすべて利用するべき

必要でもできる限り利用するべきでない

利用するべきでない

不明・無回答

回答者自身の介護保険制度利用に対する意識

16.0% 67.0% 13.7%

1.2%

2.1%

利用できるものはすべて利用する 必要なものはすべて利用する

必要なものでもできる限り利用しない 利用しない

不明・無回答



16

介護保険制度を知っているかどうか

28.5% 59.5% 7.2%

3.1%

1.7%

中身をよく知っている

中身は知らないが、保険料を支払っていることは知っている

名前だけは知っている

知らない

不明・無回答

介護保険料の望ましい負担者

16.2% 35.7% 14.2% 24.6% 9.3%

65歳以上の人々 40歳以上の人々

30歳以上の人々 20歳以上の人々

不明・無回答
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介護保険料の自己負担に対する考え

18.4% 12.0% 56.6% 6.5%

0.6%

3.2%

2.6%自己負担はなくすべきと思う
自己負担は１割よりは減らすべきと思う
現状どおり１割負担が適当
医療保険なみに3割程度に増やすべきと思う
自己負担は5割以上にすべきと思う
その他
不明・無回答

介護保険料として認められる負担増（月額）

15.4% 10.8% 43.4% 21.4%

2.3% 3.2% 0.1% 2.5%
プラス500円 プラス1000円
プラス1500円 プラス2000円
プラス2500円 プラス3000円
増額は認められない わからない
不明・無回答
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回答者または家族の各介護保険サービスの利用経験

19.2%

12.2%

4.3%

8.6%

2.3%

4.4%

17.9%

3.8%

10.4%

1.1%

15.2%

7.9%

5.8%

5.3%

6.9%

4.7%

居宅介護支援専門員

訪問介護

訪問入浴

訪問看護

訪問リハビリテーション

居宅療養管理指導

通所介護

通所リハビリテーション

短期入所

痴呆対応型共同生活介護

福祉用具貸与

福祉用具購入費支給

住宅改修費支給

特別養護老人ホーム入所

老人保健施設入所

療養型病床群入院
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各介護保険サービスの内容に関する知識がある

43.4%

49.0%

45.6%

25.9%

24.0%

33.9%

48.3%

24.3%

49.8%

36.0%

37.3%

40.5%

36.9%

26.7%

53.4%

54.2%

居宅介護支援専門員

訪問介護

訪問入浴

訪問看護

訪問リハビリテーション

居宅療養管理指導

通所介護

通所リハビリテーション

短期入所

痴呆対応型共同生活介護

福祉用具貸与

福祉用具購入費支給

住宅改修費支給

特別養護老人ホーム入所

老人保健施設入所

療養型病床群入院
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介護保険制度に対するイメージ

31.5%

12.2%

18.4%

26.5%

2.4%

5.8%

72.4%

世代間で公平に支えあう制度

支払った保険料の分、
十分な見返りが期待できる制度

保険料を支払っても、
ほとんど見返りは期待できない制度

介護を必要とする状態になっても、
自宅で暮らすことを可能にする制度

家族の介護負担を軽くしてくれる制度

その他

特にイメージはない
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家族介護に対する現金給付についての考え

27.3% 46.5% 17.6%

3.7%

4.9%

全面的に賛成 どちらかというと賛成 どちらかというと反対

全面的に反対 不明・無回答
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地域の介護サービスに関する情報の入手方法

18.8%

16.2%

17.8%

9.3%

45.9%

23.5%

2.7%

47.5%

18.8%

1.7%

0.9%

39.0%

55.2%

本や専門誌、パンフレット

テレビの番組

新聞、雑誌

インターネット

保健センターの職員の説明や広報

医療機関の医師や職員

民間の電話相談

福祉施設の説明や広報

行政窓口の説明や行政の広報

在宅介護支援センターの説明や広報

友人や家族の話

その他

関心がないので入手したくない
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老後も生きがいをもって生活するために行政に望むこと

46.4%

48.7%

29.0%

67.3%

31.1%

33.3%

3.3%

趣味活動や奉仕活動を行う
団体等（老人クラブなど）の支援

高齢者の雇用促進

高齢者用の住宅整備の促進

健康相談や病気の予防・
治療をしやすい環境整備

安心して外出できるような歩道等の整備

話し相手となってくれるような
ボランティアの育成

その他
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3. 暮らしの中の危機的出来事、
今後の生活に対する意識
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長期的な通院や入院を要するような病気になる

13.2%

15.2%

54.8%

24.0%

81.0%

71.2%

31.9%

47.6%

5.9%

13.6%

13.2%

12.4%

5.3% 10.8%

経験の有無（あり／なし／無回答）

今後5年以内に経験すると思うか（思う／思わない／無回答）

75歳までに経験すると思うか（思う／思わない／無回答）

経験することに対する恐怖感

（非常に怖い／少し怖い／あまり怖くない／怖くない／無回答）
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好きなときに自由に近所に外出できなくなる

44.2%

19.4%

86.6%

81.0%

43.8%

43.6%

8.5%

12.9%

12.0%

16.5%

6.1%

4.9%

8.4% 12.2%

経験の有無（あり／なし／無回答）

今後5年以内に経験すると思うか（思う／思わない／無回答）

75歳までに経験すると思うか（思う／思わない／無回答）

経験することに対する恐怖感

（非常に怖い／少し怖い／あまり怖くない／怖くない／無回答）
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病気のために好きな食べ物や飲み物が口にできなくなる

44.1%

18.8%

81.6%

75.2%

43.2%

38.9%

8.2%

13.2%

12.7%

19.8%

11.7%

10.2%

10.0% 12.5%

経験の有無（あり／なし／無回答）

今後5年以内に経験すると思うか（思う／思わない／無回答）

75歳までに経験すると思うか（思う／思わない／無回答）

経験することに対する恐怖感

（非常に怖い／少し怖い／あまり怖くない／怖くない／無回答）
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入浴、食事、排泄、歯磨きなどの身の周りの行為が自分で
できなくなる

34.0%

35.8%

88.0%

82.4%

54.3%

35.0%

8.6%

13.3%

11.7%

11.6%

4.3%

3.3%

6.1% 11.6%

経験の有無（あり／なし／無回答）

今後5年以内に経験すると思うか（思う／思わない／無回答）

75歳までに経験すると思うか（思う／思わない／無回答）

経験することに対する恐怖感

（非常に怖い／少し怖い／あまり怖くない／怖くない／無回答）



29

車やバイク・自転車など移動手段の運転・操縦が
できなくなる

53.0%

21.4%

83.8%

78.0%

33.0%

36.7%

10.8%

15.4%

14.0%

16.9%

6.5%

5.4%

10.8% 14.2%

経験の有無（あり／なし／無回答）

今後5年以内に経験すると思うか（思う／思わない／無回答）

75歳までに経験すると思うか（思う／思わない／無回答）

経験することに対する恐怖感

（非常に怖い／少し怖い／あまり怖くない／怖くない／無回答）
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継続して行なってきた趣味活動ができなくなる

46.8%

15.7%

86.0%

79.2%

40.9%

37.0%

9.3%

13.9%

12.3%

21.9%

6.9%

4.7%

12.8% 12.6%

経験の有無（あり／なし／無回答）

今後5年以内に経験すると思うか（思う／思わない／無回答）

75歳までに経験すると思うか（思う／思わない／無回答）

経験することに対する恐怖感

（非常に怖い／少し怖い／あまり怖くない／怖くない／無回答）
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何事に対しても意欲がわかなくなる

31.3%

26.8%

83.5%

77.2%

56.2%

34.9%

8.8%

13.4%

12.4%

15.2%

9.4%

7.7%

10.4% 12.7%

経験の有無（あり／なし／無回答）

今後5年以内に経験すると思うか（思う／思わない／無回答）

75歳までに経験すると思うか（思う／思わない／無回答）

経験することに対する恐怖感

（非常に怖い／少し怖い／あまり怖くない／怖くない／無回答）



32

他人とのコミュニケーションが取れなくなる

28.6%

35.5%

89.6%

81.6%

58.6%

32.6%

9.0%

13.9%

12.8%

11.5%

4.5%

1.3%

8.0% 12.4%

経験の有無（あり／なし／無回答）

今後5年以内に経験すると思うか（思う／思わない／無回答）

75歳までに経験すると思うか（思う／思わない／無回答）

経験することに対する恐怖感

（非常に怖い／少し怖い／あまり怖くない／怖くない／無回答）
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日常の金銭管理ができなくなる

25.4%

29.9%

90.3%

83.0%

62.1%

34.5%

8.8%

13.8%

12.6%

13.7%

3.2%

0.9%

9.1% 12.8%

経験の有無（あり／なし／無回答）

今後5年以内に経験すると思うか（思う／思わない／無回答）

75歳までに経験すると思うか（思う／思わない／無回答）

経験することに対する恐怖感

（非常に怖い／少し怖い／あまり怖くない／怖くない／無回答）
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自分の家族が、看護や介護を必要とする状態になる

59.8%

33.1%

65.6%

50.5%

26.4%

36.7%

8.1%

14.3%

13.8%

11.8%

35.2%

26.3%

6.5% 12.0%

経験の有無（あり／なし／無回答）

今後5年以内に経験すると思うか（思う／思わない／無回答）

75歳までに経験すると思うか（思う／思わない／無回答）

経験することに対する恐怖感

（非常に怖い／少し怖い／あまり怖くない／怖くない／無回答）
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暮らしの中の危機的出来事に出会う可能性(5年以内)

41.1%

17.6%

13.5%

10.9%

8.0%

7.7%

7.0%

5.2%

3.7%

5.0%

自分の家族が、要看護・介護状態に

長期的な通院や入院を要する病気に

好きな飲食物が口にできなくなる

何事に対しても意欲がわかなくなる

車など移動手段の運転・操縦が不可能に

継続してきた趣味活動が不可能に

好きなときに自由に近所に外出不可能に

他人とのコミュニケーションが不可能に

入浴、食事、排泄などが自分で不可能に

日常の金銭管理ができなくなる
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暮らしの中の危機的出来事に出会う可能性(75歳までに)

63.2%

61.6%

53.3%

50.5%

50.3%

38.5%

35.8%

69.4%

29.0%

32.8%

自分の家族が、要看護・介護状態に

長期的な通院や入院を要する病気に

車など移動手段の運転・操縦不可能に

継続してきた趣味活動ができなくなる

好きな飲食物が口にできなくなる

好きなときに自由に近所に外出不可能

入浴、食事、排泄などが自分で不可能に

何事に対しても意欲がわかなくなる

他人とのコミュニケーションが不可能に

日常の金銭管理ができなくなる
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暮らしの中の危機的出来事に対する恐怖度得点

5.0

4.9

4.9

4.7

4.7

4.7

4.6

4.5

4.3

4.5

長期的な通院や入院を要する病気に

入浴、食事、排泄などが自分で不可能に

自分の家族が、要看護・介護状態に

他人とのコミュニケーションが不可能に

好きなときに自由に近所に外出不可能

日常の金銭管理ができなくなる

何事に対しても意欲がわかなくなる

好きな飲食物が口にできなくなる

車など移動手段の運転・操縦が不可能

継続してきた趣味活動ができなくなる

(点)
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暮らしの中の危機的出来事に対する深刻度(5年以内)

2.0

0.9

0.6

0.5

0.3

0.3

0.3

0.2

0.2

0.2

自分の家族が、要看護・介護状態に

長期的な通院や入院を要する病気に

好きな飲食物が口にできなくなる

何事に対しても意欲がわかなくなる

車など移動手段の運転・操縦が不可能に

継続してきた趣味活動ができなくなる

好きなときに自由に近所に外出不可能に

他人とのコミュニケーションが不可能に

入浴、食事、排泄などが自分で不可能に

日常の金銭管理ができなくなる

(点)
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暮らしの中の危機的出来事に対する深刻度(75歳まで)

3.4

3.2

2.8

2.4

2.3

2.3

1.9

1.6

1.4

1.6

自分の家族が、要看護・介護状態に

長期的な通院や入院を要する病気に

車など移動手段の運転・操縦が不可能に

好きなときに自由に近所に外出不可能に

継続してきた趣味活動が不可能に

好きな飲食物を口にできなくなる

入浴、食事、排泄などが自分で不可能に

何事に対しても意欲がわかなくなる

他人とのコミュニケーションが不可能に

日常の金銭管理ができなくなる

(点)
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家族が要介護状態になった場合に、できると思う介助

50.0%

54.0%

41.5%

34.5%

65.6%

48.2%

7.1%

41.3%

43.4%

26.0%

37.3%

25.1%

5.7%

5.1%

69.4%

49.8%

調理・配膳の介助

食卓での見守りや食事を口に運ぶなどの介助

トイレへの移動のつきそいや後始末の介助

定期的なオムツ交換や、排泄物の後始末の介助

入浴における洗身、浴槽の出入りの介助

日常的な着替えや更衣、身だしなみの介助

移動の際の手を引いたり車椅子を押す介助

物忘れなどの軽い痴呆の介助

徘徊などの重い痴呆の介助

趣味などの楽しみのための活動を手伝う介助

服薬や医療機器の管理など病気療養上の介助

運動などによる身体機能訓練の介助

床ずれ防止のための定期的な寝返りの介助

視覚や聴覚の低下を補う意思疎通の介助

その他

いかなる介助もできない
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家族の介護を続けられると思う期間

25.5% 15.4% 20.4% 12.0%18.7%

8.1%

3ヶ月以内 3ヶ月以上～6ヶ月未満ぐらい

6ヶ月以上～1年未満ぐらい 1年以上～3年未満ぐらい

3年以上 不明・無回答

いま住んでいる地域で安心して老後を過ごせると思うか

20.2% 56.5%

3.3%

17.4%

2.5%安心して過ごせると思う

安心はしているが、少しは心配なこともある

安心は出来ないが、まあなんとか過ごせると思う

安心して老後を過ごすことは難しいと思う

不明・無回答
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老後の生活上の問題

46.8%

22.2%

36.6%

21.4%

59.9%

29.8%

37.5%

21.2%

2.3%

31.5%

21.0%

医療機関が離れていること

公的な福祉・介護サービスが少ないこと

民間企業による
福祉・介護サービスが少ないこと

日用品を購入できる商店が少ないこと

頼れる家族や友人が遠くにいること

冬の寒さなどの気象条件が厳しいこと

家の中の段差や階段が、移動を妨げそうな
こと

地理的な条件が厳しいこと

外出時の移動手段が限られていること

緊急時に駆け付けてもらうまで
時間がかかること

その他
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介護保険制度に対するイメージ

31.5%

12.2%

18.4%

26.5%

2.4%

5.8%

72.4%

世代間で公平に支えあう制度

支払った保険料の分、
十分な見返りが期待できる制度

保険料を支払っても、
ほとんど見返りは期待できない制度

介護を必要とする状態になっても、
自宅で暮らすことを可能にする制度

家族の介護負担を軽くしてくれる制度

その他

特にイメージはない
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まとめ

■結果の要約

■結果から判断できること

■政策への示唆

■今後の予定、課題
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